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調査研究実績 

の概要○○○ 

将来にわたって増加が予想される，自宅で生活をする独居高齢者に対して，通常時には

何も行わず，万が一の事態発生時に限ってその状況を通知・通報する「見守り」システム

の実現要求がある．本研究は，平成 24,25 年度に引き続いて，このようなシステムの開発

を目的とした． 

研究対象システムは，家屋内に設置したカメラを用いて通常状態の情報を蓄積・解析・

分類し，定常時データを得る．異常状態発生の検知は，この定常時データに基づき，それ

らと異なる特徴を有する観測データが得られた際に異常として検知するシステムの構築を

目指した． 

定常時データの観測および取得方法として，カメラによって得られるデータから勾配ヒ

ストグラムにより特徴量を抽出し，それをクラスタリングすることによって観測域内の特

徴を表現する方法について，平成 25 年度に取り組んだ．今年度はその成果を生かしなが

ら，複数の観測カメラによる情報の統合方法についての検討，「見守り」システムとして

のシステム構築，システム全体としての評価を目的とした．また，より詳細な行動分析を

目的として，人物・物体の移動状況について，移動軌跡・速度・体勢などの情報の活用，

生活上の活動における時間・曜日・季節などの要因による変化を考慮した蓄積データの解

析方法について検討を行うことを目的とした．これらの目的のために，カメラから得られ

た蓄積データに対するクラスタリング手法についてさらなる検討・実験・検証を行った． 

以下，計画していた項目それぞれについて，本年度における実績をまとめる． 

 

1. 複数の観測カメラによる情報の統合方法の検討 



 

調査研究実績 

の概要○○○ 

平成 25 年度において，勾配ヒストグラムのクラスタリングによる異常検出について

基礎的研究を行ったが，この成果を取りまとめて成果発表[1]におけるディスカッシ

ョンを通して，クラスタリング手法についての再検討が必要との認識に至った．再検

討の結果，クラスタリング手法をランダム性に依存している k-means 法からデンドロ

グラムを構成する Ward 法に改めることによって安定的なクラスタリングを実現した

[2]．また，クラスタリングを行う上での距離指標として，観測で得られた特徴に基

づく「発生しやすさ」を考慮するためにマハラノビス距離を導入し，効果的なクラス

タリングを実現した[3]．さらに，時空間勾配特徴の抽出処理において，異常検知目

的としては次元数が過多ではないかとの推測から，次元数を半数に低減することによ

り処理の効率化を図り，その有効性を確認した[4]． 
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なお，本年度当初における計画では，昨年度成果に基づき，複数カメラにより得られ

る情報相互の関係を検討し，異常検知の観点からその統合処理手法について検討する

計画としていたが，これらについては着手に至らなかった．  

 

2. 「見守り」システムの構築 

具体的なシステムとしてカメラ内蔵端末，サーバ等からなるシステムを構築する計画

としていたが，上述のとおり，基本アルゴリズムの再検討を重点に研究を行った結

果，具体的なシステム構築には至らなかった．ただし，構成要素の検討はアルゴリズ

ム改良に際しても常に考慮しながら行い，機器構成および処理構成の検討は随時行っ

ている． 

 

3. 移動軌跡・速度・体勢情報の活用検討 

人物をはじめとする物体の移動軌跡・速度を異常検出のための情報として活用するこ

との検討については，従来の実験に比べて比較的長期の試験データを撮影し，フレー

ム間引きなどの検討を行っている状況であるが，明確な成果を得るには至っていな

い．  

 

4. 時間・曜日・季節などの要因の活用検討 

午前・午後・夜間などの時間帯による行動変化，曜日による外出などの定期的な行動

変化など，時間帯や曜日・季節などの比較的長周期の時間変化を要因とする行動変化

情報の活用することの検討については，着手することができなかった． 
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